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再エネと再エネコンシェルジュ 

再エネ＝再生可能エネルギー源 

【定義】 

「太陽光、風力その他非化石エネル
ギー源のうち、エネルギー源として
永続的に利用することができると認
められるもの」 

【政令においてのエネルギー源】 

 太陽光・風力・水力・地熱・太陽
熱・大気中の熱、その他の自然界に
存する熱・バイオマスが、現状定め
られています。 

再エネコンシェルジュとは？ 

経済産業省資源エネルギー庁の場合⇒再生

可能エネルギー事業の導入に取り組む事業

者や自治体のみなさまを、無料でサポート

するサービス 

京都府エネルギー政策課の場合⇒あなたの

家にぴったりの再エネ設備をあなたのそば

で提案する人 

  



では…なぜ再エネ？ 

地球温暖化現象⇒CO₂削減 

CO₂削減単独目的として考察 

 ⇒再エネ単体でも十分削減可能 

地球温暖化現象＝環境保全で考察 

 ⇒「再エネ」単体では不十分 

 

本当の再エネを考えた場合 

再エネで得たエネルギーを有効的
に活用できる提案が必要 

 【提案方法】 

 ⇒再エネと外皮性能で提案 

 ⇒消費量が減少する 

 ⇒CO₂が更に削減する 

 ⇒地球環境京都宣言＝地球温暖化
現象への貢献 



初期プランで導入 

当社は主に下記御依頼に携わっております 
 
 新築又は改装工事における御見積依頼 
 
 再エネポータルサイトからの問い合わせ 

 

 

 

⇒当社はこの時点で、外皮性能並びに太陽光
を先に御見積計上し、再エネ利用した場合と
そうでない場合での、コストパフォーマンス
を御提案に盛り込む方式で行っております。 

 



初期からの提案は大丈夫？ 
     ～H29年度当社実績より～ 

提案～ご採用の判断⇒100％ 

Ａ様邸＿補助金利用 

     +コストパフォーマンスで採用 

Ｒ様邸＿補助金利用 

     +コストパフォーマンスで採用 

Ｓ様邸＿補助金利用 

     +コストパフォーマンスで採用 

Ｋ様邸＿補助金利用で採用 

採用後の実工事件数⇒50％ 

Ａ様邸＿太陽光パネル設置工事 

 

Ｒ様邸＿太陽光+蓄電池設置工事 

 

Ｓ様邸＿補助金タイミングが微妙で翌年へ 

 

Ｋ様邸＿既存屋根形状の発電量も悪く、将来
的に大改装を検討している為、あえ当社では、
最終工事を推奨しない形で終了。 



当初提案で 
採用される条件とは 

 当社では、買取保障期間中の中
で、実際何年程で回収できるの
かを御提示。 

 太陽光パネルは必ず発電量が良
い製品で御提案し、尚且つ低予
算で工事。 

 
※注意※安い工事で発電量が悪い
御提案はしません。 
 
 予算的に可能であれば、蓄電池
まで盛り込む。 

 ⇒京都府補助金の最大限利用。 
 ⇒回収率向上 
 ⇒コストパフォーマンス再向上 
 
 ここが最大のポイント！ 
 ⇒外皮性能は基準通り 
 ⇒基本性能を落とさない工事 
 ⇒本当の再エネ 
 ⇒CO₂削減が出来る御提案 



実際の自給率は？ 

昨年設置工事完了⇒Ｒ様邸物件の実データーより抜粋 
 
※注意※2月データーは工事中の為無視 
 

 ★注目すべきPOINT★ 
 ⇒年間消費量が増大する7月～8月に注視！ 
 
 ここで自給自足できる再エネプラン 
 ⇒この提供が重要！ 
 
 



実際のCO₂削減量考察 

 Ｒ様邸＿2018年4月～9月 
上記期間中累計データーより 
 
 外皮性能＝断熱改修も併せて提
案した建物の場合 

 ⇒CO₂削減量は上昇 
 
 参考 
 外皮性能を改装してない建物 
 ⇒同累計期間 
 ⇒CO₂削減量＿1555kg-CO₂ 
 ⇒1964-1555＝409 
 ⇒年間818kg-CO₂の差が生じ
る 
 
 
 
※但し、上記参考例は、同じ京都
市内で、発電量や蓄電量は同一で
すが、同じ建物ではない為、参考
までの同条件比較となり、完全で
はない事を予め御了承下さい。 
 

 
 



最後に 

再エネコンシェルジュ並びに建
設会社の立場として 
⇒本日お話させて頂きました、
外皮性能をおとさない建物プラ
ンを用い、尚且つ、そこで再エ
ネ設備を取り込むプランで、今
後も引続き推奨して参りたいと
思っております。 
 
実は、先日の台風災害の中でも、
停電状態が続いた地域の方より、
「太陽光パネルが有れば、もう
少しきっと過ごしやすかった
ね。」というお話を御伺いして
おります。 
災害事をネタに工事を進めるつ
もりはございませんが、万が一
の災害時にも、少しでは有りま
すが、役立つ設備が再エネ設備
ではないかと、又一つ考える出
来事でした。 



ご清聴ありがとうご
ざいました 


